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化能に依存し、Pt-Ru/ C の場合で 0.53 V、Pt / C の場合で 0.45 V、Ru / C の場合では起

































第 4 章では、Pt/C、Ir/C、Ru/C、および CrOx–Ni/C 電極上でのアンモニア酸化反
応に炭酸イオン種が与える効果を調べた。電解液中の炭酸イオン種によって、Pt/C、







第 5 章では、ATR-IR 分光法によるアルカリ性水溶液中での Pt 電極上のアンモニ
ア電気化学的酸化反応のその場測定を行った。0.1 M NH3-1.0 M KOH 溶液中では、
NH3、N2H4、架橋 NO 由来の 3 つの吸収バンドが観察でき、その強度は印加電位に応じ
て変化した。さらにこれらのバンドを 0.1 M ND3-1.0 M KOD 溶液中での同様の測定を行




することが示唆された。したがって、Na d と同様に NO 吸着を抑制できるような電極触媒の
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CrO x–Ni/C をアノードとして用いると、重炭酸イオンが存在する場合に NH3
酸化電流が増大し、 −22NCOH が Ni 上で酸化されることが示唆された。  
 
(3) ATR-IR 分光法によるアルカリ性水溶液中での Pt 電極上のアンモニア電
気化学的酸化反応のその場測定を行ったところ、アンモニア酸化開始電位よ
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